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【背景】

　当院外来化学療法室（以下、点滴センター）

は、平成27年1月に12床から20床に増床した。

さらに、利用患者の増加に伴い過敏症の起こり

やすい抗腫瘍薬の使用が増えている。過敏症発

生時は、オンコール体制で担当医に連絡し、指

示のもと処置、ケアを実施する。過敏症を生じ

た患者対応が担当医の不在により遅れた事例か

ら、医師との連携を見直し、患者急変（以下、

急変）時対応を検討した。

【目的】

　点滴センターにおける現状と課題をチームで

共有し、急変時のシステム改善に向け検討す

る。

【方法】

①　医師、薬剤師、看護師が参加し事例のRCA

から、根本原因と問題点を明確化する。

②　②緊急時シミュレーションを実施し、各職

種の役割分担、点滴センターの環境下での急変

対応について評価する。

【結果】

　RCAでは、点滴センター利用診療科の担当医

不在時の連絡経路の整備が不十分であったこ

と、過敏症出現時の看護師の対応のばらつきが

明らかになった。

　緊急時シミュレーションでは、参加した救急

部医師、救急部看護師から迅速な対応が実施さ

れていたと評価された。一方、リーダーシップ

の発揮、医師への連絡、処置の実施、他の患者

対応など役割分担が不明確であった。また、調

剤室にいる薬剤師が急変を把握できないこと、

壁やカーテンで仕切られた個室は救命処置には

狭いこと、リクライニグチェアやベッドでの移

動が困難であるといった環境的な限界が明らか

になった。以上より、急変発見者はリーダー

シップを取り、業務リーダーが担当医に連絡す

るとともに薬剤師に急変を伝え、応援要請す

る。処置に加わらない看護師が他の患者に配慮

するように役割分担した。

　さらに、患者状況が許す限り早急にストレッ

チャーを準備し、患者を救命救急外来に移送す

ることとした。薬剤師、看護師から、実際の急

変時に適切に対応できるか不安との感想があっ

た。

【まとめ】

　担当医の連絡経路の標準化、個々の看護師の

急変時対応のばらつきをなくすことが急務であ

る。緊急時シミュレーションは、患者急変時の

行動と改善すべき課題、対策を考える機会と

なった。点滴センターのスタッフは、職務経験

年数は多いが実際の患者急変の体験の少なさか

ら不安を抱いていた。今後の課題として、点滴

センターを利用する各診療科医師の連絡経路の

明確化、急変時対応をマニュアル化し院内に周

知する、緊急時シミュレーションの継続、BLS

講習の参加等でスキルアップを図ることがあげ

られた。
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